
　平成26年中の道路交通法違反の検挙件数は、５８，３３４件で前年比２，６５８件（４．４％）の減少となっています。
　重大事故に直結する悪質・危険・迷惑性の高い飲酒運転を含む交通三悪（飲酒運転、無免許運転、最高速度違反）の検
挙は８，１０３件で前年比１，２８０件（１３．６％）の減少となっています。

　　　　　　区 分

 検挙（告知）  検挙（告知）  増減数  増減率
違 反 別  構成率  構成率

件　 　　数 件　 　　数

無 免 許 713 1.5 927 1.5 -214 -23.1

飲 酒 運 転 1,200 2.2 1,353 2.2 -153 -11.3

最 高 速 度 違 反 6,190 11.6 7,103 11.6 -913 -12.9

交 通 三 悪 計 8,103 15.4 9,383 15.4 -1,280 -13.6

信 号 無 視 3,622 5.8 3,511 5.8 111 3.2

一 時 不 停 止 違 反 4,890 9.1 5,545 9.1 -655 -11.8

歩 行 者 妨 害 違 反 41 0.1 34 0.1 7 20.6

 道 交 差 点 違 反 計 8,553 14.9 9,090 14.9 -537 -5.9

通 行 禁 止 ・ 通 行 帯 7,307 17.4 10,589 17.4 -3,282 -31.0

 路 整 備 不 良 車 両 等 1,427 2.4 1,487 2.4 -60 -4.0

追 越 ・ 通 行 区 分 2,067 2.6 1,575 2.6 492 31.2

 交 割 込 み 違 反 9 0.0 3 0.0 6 200.0

携 帯 電 話 使 用 違 反 17,904 31.0 18,911 31.0 -1,007 -5.3

通 優 先 通 行 妨 害 15 0.0 10 0.0 5 50.0

合 図 不 履 行 406 0.6 341 0.6 65 19.1

 法 駐 停 車 違 反 2,204 2.9 1,793 2.9 411 22.9

無 灯 火 66 0.1 76 0.1 -10 -13.2

 違 免 許 証 不 携 帯 453 0.7 454 0.7 -1 -0.2

定 員 外 乗 車 440 0.9 554 0.9 -114 -20.6

 反 積 載 重 量 等 違 反 122 0.2 136 0.2 -14 -10.3

右 左 折 方 法 違 反 5,390 3.9 2,361 3.9 3,029 128.3

そ の 他 3,868 6.9 4,229 6.9 -361 -8.5

58,334 99.5 60,992 99.5 -2,658 -4.4

235 0.5 301 0.5 -66 -21.9

 　　総　　　　合 　　　　計 58,569 100.0 61,293 100.0 -2,724 -4.4

　増減数 　増減率

-733 -7.8

注１ その他交通関係法令違反とは、「道路運送法、道路運送車両法、保管場所法、道路法」の

 　違反である。

注２ その他交通関係法令違反には、教唆、幇助、不申告も含む。

注３　駐停車違反に放置駐車確認標章貼付件数は含まない。

道　路　交　通　法　違　反　等　取　締　り　状　況

 その他交通関係法令違反

放置駐車確認標章貼付 8,611 9,344
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27 交通違反検挙状況 
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　平成２６年中の暴走族の検挙状況は、９グループ、１０３人（構成員５４人、非構成員４９人）を検挙しています。
　年齢別では、１７歳が３５人（３４．０％）で最も多く、次いで１８歳が１９人（１８．４％）の順となっています。
　職業別では、建築関係が３４人（３３．０％）で最も多く、次いで無職が３３人（３２．０％）の順となっています。

　県警では、暴走族取締りのほか、暴走族に加入している少年の健全育成を行っています。
　暴走族に加入している少年や保護者に対する面接を行うとともに、学校と連携を強化し、暴走志向者に特化し
た小規模加入阻止教室を開催して、暴走族グループからの離脱支援や暴走族グループへの加入阻止の活動を
実施しています。

【暴走族取締り状況】 【離脱支援、加入阻止の活動状況】

職業別検挙状況（非構成員含む）

区 分 中 学 生 高 校 生 その他の学生 建築関係 その他の職業 無 職 合 計
平成２６年 5 9 1 34 21 33 103

構 成 比 4.9% 8.7% 1.0% 33.0% 20.4% 32.0% 100%
平成２５年 1 33 2 26 26 52 140

構 成 比 0.7% 23.6% 1.4% 18.6% 18.6% 37.1% 100%

年齢別検挙状況（非構成員含む）

区 分 １５歳以下 １ ６ 歳 １ ７ 歳 １ ８ 歳 １ ９ 歳 ２０歳以上 合 計
平成２６年 12 19 35 17 7 13 103

構 成 比 11.7% 18.4% 34.0% 16.5% 6.8% 12.6% 100%
平成２５年 8 33 39 25 14 21 140

構 成 比 5.7% 23.6% 27.9% 17.9% 10.0% 15.0% 100%

離脱支援・加入阻止活動状況

対象少年 保護者 中学校 高校
216 165 51 49,446 10,074 39,372
199 175 24 53,228 10,858 42,370
17 -10 27 -3,782 -784 -2,998

離脱支援（人） 加入阻止（人）

平成26年
平成25年
増減数

28 暴走族等検挙状況 

29 暴走族からの離脱支援・加入阻止活動状況 
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